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生
活
保
護
基
準
の
認
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

生
活
保
護
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
二
回
質
問
し
、
平
成
十
九
年
十
月
二
日
付
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
七
号
の
答
弁
書
（
以

下
、
「
第
一
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
及
び
平
成
十
九
年
十
一
月
六
日
付
内
閣
衆
質
一
六
八
第
一
六
五
号
の
答
弁
書
（
以
下

「
第
二
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
受
領
し
た
が
、
答
弁
内
容
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

第
一
回
答
弁
書
に
お
い
て
、
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
年
七
月
七
日
閣

議
決
定
）
」
（
以
下
「
骨
太
の
方
針
二
〇
〇
六
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
と
お
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
「
生
活
扶
助
基
準
に
関
す
る
検
討
会
」
（
以
下
「
検
討
会
」
と
い
う
。
）

の
基
本
的
考
え
方
は
骨
太
の
方
針
二
〇
〇
六
で
掲
げ
ら
れ
た
方
針
を
速
や
か
に
実
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て

間
違
い
な
い
か
。

二

政
府
は
、
高
齢
者
医
療
の
分
野
に
お
い
て
は
、
来
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
る
負

担
増
の
大
部
分
を
凍
結
す
る
方
針
で
あ
る
と
聞
く
。
こ
れ
は
、
高
齢
者
の
生
活
の
実
態
を
考
慮
し
て
、
骨
太
の
方
針
二
〇
〇

六
の
「
現
役
世
代
の
負
担
が
過
度
の
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
更
な
る
改
革
が
不
可
避
」
と
の
方
針

の
実
施
を
延
期
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。
そ
れ
と
も
こ
の
理
解
は
間
違
い
で
、
高
齢
者
負
担
増

一



凍
結
は
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
更
な
る
改
革
な
の
か
。

三

厚
生
労
働
省
は
、
「
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
す
る
者
の
確
保
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
（
平
成
十
九

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
八
九
号
）
」
に
お
い
て
、
人
材
確
保
の
方
策
と
し
て
、
適
切
な
給
与
水
準
と
介
護
報
酬
の
必
要
性

を
指
摘
し
、
待
遇
の
改
善
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
介
護
現
場
の
実
態
を
考
慮
し
て
、
骨
太
の
方
針
二
〇
〇
六

の
「
保
険
料
負
担
が
過
度
の
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
…
介
護
報
酬
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
直
し
な
ど
必
要
な
改
革
に
取

り
組
む
。
」
と
の
介
護
報
酬
を
切
り
下
げ
て
い
く
方
針
と
は
逆
の
方
向
性
を
指
し
示
し
て
い
る
と
理
解
す
る
が
、
間
違
い
な

い
か
。
そ
れ
と
も
こ
の
理
解
は
間
違
い
で
、
厚
生
労
働
省
は
、
人
材
確
保
の
た
め
に
は
、
介
護
報
酬
切
り
下
げ
の
方
向
で
適

正
化
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

四

与
党
連
立
政
権
合
意
に
は
、
「
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
福
祉

基
盤
の
充
実
を
図
る
。
」
と
の
条
項
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
障
害
福
祉
の
現
場
の
実
態
を
考
慮
し
て
、
骨
太
の
方
針
二
〇
〇
六

の
「
社
会
保
障
制
度
全
般
に
わ
た
り
…
給
付
の
伸
び
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
」
と
の
給
付
抑
制
・
負
担
増
の
方

針
と
は
逆
の
方
向
性
を
指
し
示
し
て
い
る
と
理
解
す
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。
そ
れ
と
も
こ
の
理
解
は
間
違
い
で
、
連
立
政

権
合
意
で
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
見
直
し
で
は
、
給
付
抑
制
・
負
担
増
の
方
向
で
、
障
害
福
祉
基
盤
の
充
実
を
図
る

二



べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

五

以
上
の
よ
う
に
、
政
府
与
党
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
多
く
の
分
野
で
、
骨
太
の
方
針
二
〇
〇
六
の
給
付
抑
制
・
負
担

増
の
方
針
を
速
や
か
に
実
行
す
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
保
護
に
お

い
て
の
み
、
骨
太
の
方
針
二
〇
〇
六
に
掲
げ
ら
れ
た
方
針
を
速
や
か
に
実
行
す
る
と
の
立
場
に
立
つ
理
由
は
何
か
。

六

第
一
回
検
討
会
の
資
料
に
あ
る
、
検
討
会
開
催
の
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
六
年
十
二
月
の
「
生
活
保
護
の
在
り
方
に
関

す
る
専
門
委
員
会
報
告
書
」
（
以
下
「
専
門
委
員
会
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
生
活
扶
助
基
準
に
つ
い
て
定
期
的
に

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の
検
討
会
開
催
の
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点

か
ら
し
て
も
、
検
討
会
は
、
専
門
委
員
会
報
告
書
の
考
え
方
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
間
違
い
な
い
か
。

七

専
門
委
員
会
報
告
書
で
は
、
「
定
期
的
な
評
価
を
次
回
行
う
際
に
は
、
…
被
保
護
世
帯
の
生
活
へ
の
影
響
等
も
十
分
調
査

の
上
、
必
要
な
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
検
証
に
際
し
て
被
保
護
世
帯
の
生
活
へ
の

影
響
等
も
十
分
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
検
討
会
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
調
査
等
は
行
っ
た

の
か
。
行
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
行
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

八

専
門
委
員
会
報
告
書
で
は
、
「
さ
ら
に
今
後
詳
細
な
デ
ー
タ
に
よ
る
検
証
を
行
っ
た
上
、
級
地
制
度
全
般
に
つ
い
て
見
直

三



し
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
級
地
制
度
の
見
直
し
に
は
詳
細
な
デ
ー
タ
に
よ
る
検
証
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
検
討
会
に
お
い
て
、
専
門
委
員
会
報
告
書
の
時
点
で
は
得
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
な
詳
細
な
デ
ー
タ
に
よ
る
検
証
は
行
わ
れ
た
の
か
。
行
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
行
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

九

第
二
回
答
弁
書
に
は
「
検
討
会
に
つ
い
て
は
、
…
年
内
に
そ
の
結
論
が
得
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
」
と
あ
り
、
検
討
会
は
、
十
月
十
九
日
に
第
一
回
を
初
め
て
行
い
、
そ
の
後
二
ヶ
月
程
度
で
結
論
を
得
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
生
活
扶
助
基
準
は
、
被
保
護
世
帯
の
み
で
は
な
く
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
基
準
に
影
響
を
与
え
、
そ
の

こ
と
を
通
し
て
低
所
得
世
帯
の
社
会
保
険
料
負
担
や
健
康
保
険
や
障
害
者
自
立
支
援
法
な
ど
の
自
己
負
担
な
ど
に
も
波
及
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
生
活
扶
助
基
準
は
、
就
学
援
助
な
ど
の
基
準
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
こ
の
重
要

な
生
活
扶
助
基
準
に
つ
い
て
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
得
る
調
査
や
そ
れ
に
基
づ
く
検
証
も
な
く
、
わ
ず
か
二
ヶ
月
程
度
の
検
討

で
「
生
活
扶
助
基
準
の
全
体
水
準
」
を
見
直
そ
う
と
す
る
の
は
、
先
の
参
議
院
選
挙
で
国
民
が
求
め
た
生
活
に
対
す
る
配
慮

を
欠
い
た
も
の
で
あ
り
、
拙
速
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

十

生
活
扶
助
基
準
に
つ
い
て
の
定
期
的
な
検
証
は
不
可
欠
で
あ
り
、
専
門
委
員
会
報
告
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
単
身
世
帯
の

生
活
扶
助
基
準
等
に
つ
い
て
の
十
分
な
検
証
が
必
要
な
こ
と
も
事
実
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
こ
の
検
証
に
お
い
て
は
、
拙

四



速
を
戒
め
、
被
保
護
世
帯
の
生
活
へ
の
影
響
等
を
含
め
た
十
分
な
調
査
に
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
専
門
家
に
よ
る

詳
細
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

五


